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進めている．

3．石炭の輸送

石炭輸送の合理化を目的として石炭のスラリー輸送

が世界的にとりあげられているが，当社では産炭地か

ら需要地までの総合一貫輸送システムの最適化を目指

した研究を行うと共に，その要素技術として石炭一水

スラリーの流送特性，脱水技術，洋上荷役装澗，貯蔵

等に関しても研究開発を進めている．

4．新エネルギー関係

水素については，サーンシャイン計画に参画し，昭和

電工と共に高温高圧水の電解について，パイロットプ

ラントを建設した．またSPE電解による水素の製造

についても関心を有している．

バイオマス関係についてはアルコールの連続生産を

手がけている．

このほか，ローカルエネルギーとしての太陽熱，地

熱の利用やメタン発酵，波力利用の実用化を目指して

いる．

5．省エネルギー関係

ムーンライト計画・廃熱利用技術システムの研究開

発のなかで，当社は廃熱回収ヒートポンプを分担し，

最高150℃の熱水または蒸気を発生する産業用高温

ヒートポンプを完成した．現在この技術をもとに実機

を化学工場学に納入し，省エネルギーに貢献してい

る．また廃熱や太陽熱の需給ギャップをうめるものと

して，化学反応を用いた蓄熱システムの実用化につい

ても開発を進めている．以上
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日本酸素㈱技術本部研究開発部

当社が運転並製作販売している空気液化分離装縦は

電力多消費産業の一つであり，その意味において省エ

ネルギーに関心が強く,LNG寒冷利用の先鞭となっ

た空気液化分離装置の開発をはじめとして吸着分離装

置，ヘリウム液化装置，低温利用応用機器等研究開発

のテーマ志向としてもエネルギーに関連したものに大

きなウエイトをかけている．

研究開発部の概要

川崎市に構えた土地26735㎡，建物4950㎡に主要研

究設備としてガス液化分離装置，燃焼研究設備，吸着

研究装置，溶接切断研究設備，ガス微量分析装置を施

設して研究員約100名，総勢約130名で日本酸素㈱研

究開発のメインを担当しており，低温，高温，高圧，

高真空，材料に関する基礎，応用，システム化，商品

化に関する研究，宇宙，海洋，公害，原子力，半導体

関連技術に関する研究，ガス微量分析法に開する研究，

溶接，切断に関する研究等を担当しているが，その主
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担当部門は研究開発部であり，そのうち省エネルギー

に関連したものは大体次の通りである．

(1)酸素バーナーの開発（写真参照）

酸素バーナーによる又は酸素富加燃焼による火炎温

度上昇，熱伝達の向上，排ガス量の減少等の効果によ

り，鉄，ガラス等の溶解においてエネルギー原単位の

､詞

で



Vol、3No．6(1982)

■グループ紹介一-一一一一一一

向上，生産量アップ，燃料費減少等の効果が確認され

ている．その他火炎溶射による耐火物の補修（コーク

ス炉，転炉等耐火物の補修）にも成功し，省エネル

ギー，省資源にも役立ち，なお商品化のための研究を

行っている．

(2)断熱パネルの開発

断熱性能が抜群（スー0.010),使用温度範囲250~

-200℃，耐蝕性，不燃性の特徴をもつ新しい高真

空断熱パネルを開発し，冷凍コンテナー，恒温槽，蓄

熱槽等に使用され，省エネルギーに貢献したが，なお

用途の多様化をめざして研究を続けている．

(3)ステンレス魔法瓶の開発

先にステンレス魔法瓶の大量生産方式を確立して既

に民生用に200万本近く出荷しているが，これをさら
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に広く色々の用途に応用する方向も検討している．こ

れも断熱による省エネルギーの一環であり，この方面

の展開も世の中のニーズに答えるべく取組んでいる．

(4)その他省エネ関連の研究

電算による新しいガス分離物性プログラムの確立，

新型式熱交換器の開発，新素材の製造法の確立等への

技術アプローチもおこなって，先に述べた電力多消費

産業の一つであることから，積極的にそれぞれのグ

ループ°が収率，原単位，効率，機能等の向上に，省エ

ネルギー，省資源の改善に努力している．

所在地：〒105東京都西新橋1-16-7

（文責：河辺全也）
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本研究会では昭和55年5月の創立以来数多くの行事を実施してまいりました．会誌「エネルギー・資
源」の他に，好評いただいた講演会、講習会，研究発表会などで使用したテキストや論文集の在庫を下
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